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2018年度事業報告書によせて

　日頃より、弊団体の活動に対し温かい応援をお寄せいただき、誠にありが
とうございます。

　2018年度は、数年来の念願であった一般社団法人化を果たすとともに、初
めての主催事業「伊那谷サマースクール2018 in みのわ」を開催することが
でき、私達にとって新たな一歩を踏み出すことができた1年となりました。
　ここまで活動を続けることができているのは、本当に多くの方のご支援によ
るものです。改めて心より御礼申し上げます。まだまだ課題は山積の未熟な
組織ではございますが、「誰もが、自分の人生に納得感とオーナーシップを
持って、それぞれの未来を歩んでいける社会」を目指し、次年度以降も尽力
してまいります。引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

2019年3月

共同代表理事　丸谷華織・永野あきほ
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2018年度の主な活動

2018年5月 「100キャリ」ワークショップ開催

6月 一般社団法人化

7月 会津若松市グローバル人材育成事業 スタート
（〜10月）

8月 伊那谷サマースクール2018 in みのわ 開催
あいづ未来人財育成塾2018 開催

2019年2月 ビジョン・ミッション・バリュー策定
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ハイライト①

一般社団法人として新たなスタート
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• Unicul Laboratoryは2018年6月4日付で法人格を取得し、一般社団法人Unicul 
Laboratoryとして新たなスタートを切りました。

• 任意団体Unicul Laboratoryとしての活動の始まりは、2012年5月に、創設者の長
尾がTEDxUTokyoで講演したことがきっかけで、東京大学の大学生有志で教育
関連のプロジェクトを行ったことにさかのぼります。
この5年間、学校での実施から、市町村や地域の皆様との協業へと活動が広
がってきた中で、組織の基盤を整備し、さらに活動を発展させていくため、このた
び一般社団法人化することといたしました。

• 法人格の取得にあたり、改めて団体の活動目的を「中学生・高校生をはじめと
する若年層が、自らの人生を設計する力を身に付け、主体的に社会に参画でき
るよう、様々な機会を創出する」と定義しました。
引き続き、ビジョン教育プログラム＜Queque＞をベースとした、ワークショップ形
式のプログラムの実施を軸に、様々な形で「自らの人生を設計する力を身に付
ける場」を作り出していきたいと考えております。



ハイライト②

ビジョン・ミッション・バリューの策定
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• 2019年2月19日に、団体のビジョン・ミッション・バリューを新たに策定しました。こ
の日は、Uniculが提供する中学生・高校生向けキャリア教育プログラム
＜Queque＞の立ち上げから6年の節目となる日でした。この節目に、改めて自
分たちの活動を振り返り、以下のとおり言語化しました。

ービジョン（私たちが実現したい社会）ー

誰もが、自分の人生に

納得感とオーナーシップを持って、
それぞれの未来を歩んでいける社会

―ミッション（私たちが実現すること）ー

若い世代に、未来を描き、切り拓くチカラを。

私たちは、中学生・高校生をはじめとする若い世代を対象に、
自分や社会と向き合い、自らの未来を描き、切り拓いていく力を
身に付ける機会を創出し、キャリアに関する学びを提供します。



ハイライト②

ビジョン・ミッション・バリューの策定
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―バリュー（私たちが大切にしたい価値観）ー

まずやってみよう、を大切に

私たちは、「Laboratory」＝実験室のように、

「まだ誰もやっていないけれど、きっと社会をより良くすること」に

果敢にチャレンジし続け、試行錯誤から学び、活動を広げていきます。

多様性から新たな価値を生み出す

私たちは、様々な大学・学部で学ぶ大学生、様々な本業をもつ社会人の集まりです。

多様な経験を持ち寄り、年代や経験を問わず、フラットな立場で議論し、

新たな価値を生み出していきます。

常に未来志向で

私たちは、プログラムの参加者と同じ目線で、ともに未来を見つめる存在です。

地域・学校・企業をはじめ、すべてのステークホルダーの方々とともに

常に未来志向で活動を進めていきます。



活動紹介①

「100キャリ」ワークショップ
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• 2018年5月26日に、「学校現場に外からかかわる人を増やすためには？～人生
100年時代のキャリア教育について考える～」（通称「100キャリ」）と題して、同じ
中高生のキャリア教育の分野で活動する一般社団法人ウィルドア様、NPO法人
アスデッサン様と共催にて、ワークショップ形式のイベントを開催しました。

• 当日は企業・NPO・教職を目指す大学生など様々な立場から「学校現場に外か
らかかわる」23名が参加し、活発な議論が行われました。



活動紹介②

あいづ未来人財育成塾2018
• 未来人財育成塾は、会津若松市が主催する中学生対象の合宿形式のプログラ

ムです。社会の第一線で活躍する講師陣の講演とグループワークを通じ、次世代
のリーダーを育成します。Uniculが運営を受託するのは、前身となる企画をあわ
せて、今回が4回目となります。

• 今年度は、2018年7月29日（日）～8月1日（水）の3泊4日で開催され、中学生17名
が参加しました。Uniculでは、＜講義を振り返るパート＞＜自分について考える
パート＞の計4種類のワークをを設計・運営しました。また、大学生チューターとし
て中学生と期間中寝食を共にし、中学生の学びをサポートしました。
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活動紹介③

会津若松市グローバル人材育成事業

• 会津若松市が会津地域の高校生を対象に実施する事業です。参加者は約4ヶ月
の期間中、ネイティブスピーカーとの英会話や、大使館、JICA等の訪問に加え、
ワークショップを通じて、グローバルな視点を身に付けるプログラムです。Unicul
が運営を受託するのは、今回が2年目となります。

• Uniculでは、期間中に「グローバル人材としての自分を考える」というテーマで、
＜Queque＞をベースとした4回のワークショップの企画・運営を行うとともに、成果
報告会の資料作成支援・報告会運営を行いました。
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活動紹介④

伊那谷サマースクール2018 in みのわ

• Unicul初の自主事業として、2018年8月19日（日）に長野県上伊那郡箕輪町にて町
の後援を受け、「自分の住む地域を知る、いろいろな人を知る」「自分を知る」をコン
セプトとして、1日完結型のプログラムを開催しました。

• 当日は、＜Queque＞のワークショップのうち、②人生路線図、④ピクトグラム、⑥
無人島Questの3種類を実施しました。

• 地元の高校1年生3名が参加しました。町役場の方をはじめ、地域の方々と高校生
の交流の機会にもなりました。
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メディア掲載
• 「伊那谷サマースクール2018 in みのわ」の様子が、伊那ケーブルテレビにて当

日夕方のニュースにて紹介されるとともに、ニュースサイト「伊那谷ねっと」にも

掲載されました。（2018年8月19日）

• 伊那谷ねっと　東大生企画　キャリア教育実践

https://ina-dani.net/Topics/detail/?id=52412
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団体概要

名称 一般社団法人Unicul Laboratory（ユニカル・ラボラトリー）

設立 2012年4月14日（任意団体Unicul Laboratoryとしての活動開始）
2018年6月4日（一般社団法人格取得）

目的 中学生・高校生をはじめとする若年層が、自らの人生を設計する力を身に付け、主
体的に社会に参画できるよう、様々な機会を創出する

事業 (1) キャリア学習イベント等活動の企画・実施事業
(2) 中学校・高等学校等におけるキャリア学習・進路指導等の支援事業
(3) キャリア学習に関する普及啓発事業
(4) その他上記の目的を達成するために必要な事業

役員 共同代表理事　永野 あきほ（中央官庁勤務）
共同代表理事　丸谷 華織（コンサルティング企業勤務）

メンバー コアメンバー　大学生・社会人ボランティア　18名（2019年3月時点）
その他、当日スタッフとして多数の大学生が参加
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財務状況 - 損益計算書

13

科目 金額

売上高 1,180,492

売上原価 0

　売上総利益 1,180,492

販売費及び一般管理費 981,587

　営業利益 198,905 

　経常利益 198,905

　税引前当期純利益 198,905

　法人税、住民税及び事業税 96,600

　当期純利益 102,305

主な収入

委託事業収入（会津若松市グロー
バル人材育成事業、あいづ未来人
財育成塾）、参加費（伊那谷サマー
スクール）

主な支出

ワークショップ運営・準備に係る交
通費、法人設立に伴う各種証明書・
印紙代、会議室代、ワークショップ
物品代　等

自 平成30年6月4日
至 平成31年3月31日



財務状況 - 貸借対照表
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科目 金額 科目 金額

（資産の部） （負債の部）

流動資産 885,812 流動負債 237,066 

固定資産 0 固定負債 0

投資その他の資産 0 負債合計 237,066

（純資産の部）

設立時純資産 546,441  

利益剰余金 102,305 

純資産合計 648,746 

資産合計 885,812 負債・純資産合計 885,812 

自 平成30年6月4日
至 平成31年3月31日
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一般社団法人 Unicul Laboratory

・ホームページ：http://unicul-lab.net
・団体メールアドレス：unicul.laboratory@gmail.com
・Facebook：https://www.facebook.com/UniculLaboratory/
・Twitter：@unicul_lab　
・Instagram：@unicullaboratory


